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今週のキーワード

レアアース代替
サプライチェーン再編と新材料開発が加速

16
件

記事数

8
カ国/地域

対象国数

1.15
ZT値

熱電性能

399
億ドル

SMA市場

今週の全16記事 ― 5軸評価で読むべき記事を選ぶ
各列の見方 ― 技術新規性：ブレークスルー度合い 実用化距離：製品として使える近さ 市場インパクト：業界全体への影響規模
データ信頼性：定量データ・査読の有無 日本関連度：日本の企業・サプライチェーンとの直接的関連性

# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#01 AIと自律ラボが加速 技術解説
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●●

○
AIと自律型ラボが材料開発を劇的に加速し、気候変動
対策向け次世代機能性材料の市場投入を早める。

#02 超撥水オルモシル 学術論文
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

●
●●●○

○

コンクリートに21ヶ月持続する超撥水性オルモシルゾ
ルコーティングが開発され、構造物の寿命延長とメン
テナンスコスト削減に貢献。

#03 SMA創傷閉鎖 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●○

○

中国陸軍医科大学が形状記憶合金メタマテリアル製で
6方向伸縮・スマホ制御可能なプログラム式創傷閉鎖
デバイスを開発。

#04 衝撃で硬化メタ材 学術論文
●●●●

●
●○○○

○
●●○○

○
●●●●

○
●●○○

○

米の特異な圧縮応答性を利用し、衝撃で瞬時に硬化す
るスマート粒状メタマテリアルが開発され、保護具や
ソフトロボットに応用期待。

#05 フッ素フリー撥水 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●●

●

熱と光のデュアル硬化技術により、9.8kPa負荷下66
m摩耗後も超撥水を維持する耐久性の高いフッ素フリ
ーポリマーコーティングが日本で開発された。

#06 SMA市場予測(1) 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

形状記憶合金市場は低侵襲医療機器での採用拡大に牽
引され、2035年までに356.2億ドルへ成長すると予測
。

#07 AI材料設計解明 学術論文
●●●●

○
●●○○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●

東京理科大がAIの材料特性予測メカニズムを解明する
手法を開発、結晶構造と光学スペクトルの関係抽出で
新材料設計を効率化。

#08 レアアースフリー磁石 企業戦略
●●●○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

●

レアアースフリー磁石開発が加速し、Niron Magnetic
sは2028年までに1,500トン生産目標。中国依存から
の脱却へ向け、日本企業も貢献。

#09 Infineonメモリ信頼性 解説記事
●●○○

○
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○
●●●○

○

Infineonが組み込みメモリの信頼性向上と次世代半導
体材料技術の重要性を強調、車載・IoTデバイス向け
にRRAMやPCMの採用を提唱。

#10 北米材料市場牽引 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●○

○
●●○○

○
機能性先端材料市場は北米が牽引し、ヘルスケア関連
材料と研究機関の集積が成長ドライバー。

#11 EU材料助成金 企業戦略
●●●○

○
●●●○

○
●●●●

○
●●○○

○
●●●●

○

EUが先進材料分野に助成金プログラムを提供し、再生
炭素繊維活用と次世代リチウムイオン電池（半固体・
全固体）のスケーリングアップを支援。

#12 SMA市場予測(2) 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

形状記憶合金市場は医療・航空宇宙・自動車産業の需
要増により、2033年までに399億ドルに成長すると予
測。

#13 SMA市場予測(3) 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

形状記憶合金市場は医療機器採用拡大と航空宇宙・防
衛産業での需要増により、2034年までに291.3億ドル
へ成長予測。
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# 記事タイトル 種別 技術
新規性

実用化
距離

市場
インパクト

データ
信頼性

日本
関連度 一行サマリ

#14 材料VC投資動向 市場概観
●○○○

○
●●●●

●
●●●●

○
●●●○

○
●●●○

○

先進材料セクターへのVC投資が過去10年で103億ド
ル超え、リスク軽減された製造プロセスと量産化への
明確な道筋が投資の鍵。

#15 USAレアアースSC 企業戦略
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○
●●●●

○

USA Rare Earthが35億ドル調達し、国内「鉱山から
磁石まで」のレアアースサプライチェーン構築を加速
、2028年商業生産目標。

#16 熱電発電ZT1.15 学術論文
●●●●

●
●●○○

○
●●●●

○
●●●●

●
●●●○

○

Ag2Seベースのフレキシブル熱電発電機が室温でZT値
1.15を達成し、ウェアラブル機器への実用化に道を開
く。

●●●●○ High ●●●○○ Med-High ●●○○○ Med ●○○○○ Low | 背景黄色＝注目記事
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今週、判断に影響しうる3つの問い

❶ レアアース調達リスク、自社は大丈夫か？
中国の輸出規制強化と米国の国内サプライチェーン構築加速（#08, #15）は、レアアース市場の地政学リスクを増大さ
せています。日本の製造業は、安定調達とコスト競争力維持のため、レアアースフリー磁石技術や代替サプライチェーン
への対応を急ぐ必要があります。現在の調達戦略は、この変化に対応できていますか？

❷ PFAS代替材料、環境規制対応は進んでいるか？
PFAS規制が世界的に強化される中、日本発のデュアル硬化フッ素フリー超撥水コーティング（#05）のような高性能代替
材料が登場しています。自社の製品ポートフォリオにおいて、フッ素系材料の使用状況を再評価し、環境規制への対応と
市場競争力強化のための代替材料導入計画は具体的に進んでいますか？

❸ AI材料開発、競争優位性を確立できるか？
AIと自律型ラボ（#01）が材料開発を劇的に加速し、東京理科大はAIの予測メカニズム解明（#07）で新材料設計を効率
化しています。このパラダイムシフトに対し、自社のR&D;部門はAI導入戦略を具体化し、開発リードタイム短縮とコス
ト削減、そして新たな競争優位性確立のための具体的なアクションプランを持っていますか？

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」

日本企業にとっての「機会 vs 脅威」マトリクス

機会大・脅威小 機会大・脅威大

影響小（参考） 脅威大・機会小

←
 機

会
 →

← 脅威 →

磁石SC再編PFAS代替 熱電発電 AI材料開発

SMA医療

EU材料投資

材料VC動向

半導体材

項目 象限 ↑ 機会 ↓ 脅威

● 磁石SC再編 注意 中国依存脱却、安定調達 新SCへの対応、技術競争

● PFAS代替 機会大 環境対応製品、市場拡大 既存製品の陳腐化

● 熱電発電 機会大 新市場創出、製品差別化 技術キャッチアップ

● AI材料開発 注意 開発加速、コスト削減 開発手法変革、人材不足

● SMA医療 機会大 医療機器の高機能化 競争激化

● EU材料投資 注意 EU市場参入、連携 欧州競争力強化

● 材料VC動向 参考 投資誘致のヒント —
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● 半導体材 脅威大 — 技術要求高度化
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深掘り ① ― PFAS代替：耐久性フッ素フリー撥水
#05 | 2026/06/11 | PubMed | 技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●●
日本関連度●●●●●

日本で開発された熱と光のデュアル硬化技術を用いたフッ素フリーポリマーコーティングは、9.8kPa負荷下で66m摩
耗後も超撥水性を維持する画期的な耐久性を示しました。このデュアルネットワーク構造がマイクロ/ナノフィラーを強
固に固定し、広範囲の化学薬品や熱にも高い耐性を持つため、PFAS規制が強化される中、フッ素系材料の代替として
大きな期待が寄せられています。

従来のフッ素フリー超撥水コーティングが抱える機械的脆弱性の問題を解決し、環境負荷の低い高性能材料として、自
動車、建材、電子機器、繊維製品など多岐にわたる産業分野での応用が期待されます。コスト削減と大規模生産技術の
確立が今後の課題です。

▶ 技術者の視点

【数値妥当性】9.8kPa負荷下66m摩耗後も超撥水維持は非常に優れた耐久性であり、実用環境での耐久
性評価として信頼性が高い。ただし、実際の製品寿命を保証するには、UV、温度サイクル、化学物質複
合暴露など多様な環境での長期評価が不可欠だ。【未解決課題】大規模生産におけるコスト効率、均一
なコーティング膜厚制御、複雑な形状への適用性、特定の基材への密着性、再コーティング・剥離の容
易さなどが実用化に向けた課題となる。【機会】日本の塗料・化学メーカーはPFAS規制強化の追い風を
受け、この技術を基盤に環境配慮型高性能コーティング市場で優位に立てる。幅広い分野でフッ素系材
料の代替需要を取り込めるだろう。【脅威】海外競合も同様の研究を進めており、市場投入のスピード
とコスト競争力が鍵。技術のライセンス供与や共同開発の機会を逃すと、市場シェアを失う可能性があ
る。【アクション】R&D;部門は量産化技術とコストダウン、多様な基材への適用性評価を加速すべきだ
。経営企画部門はPFAS代替市場の動向を注視し、戦略的パートナーシップを検討すること。

深掘り ② ― レアアース代替：磁石SC再編の動き
#08 | 2026/06/12 | TrendForce | 技術新規性●●●○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●
データ信頼性●●●○○ 日本関連度●●●●●

中国のレアアース輸出規制強化を受け、レアアースフリー磁石の開発と代替サプライチェーン構築が世界的に加速して
います。Niron Magneticsは鉄と窒素からレアアースフリー磁石を製造し、2028年までに年間1,500トン生産を目指し
ており、年内には欧州メーカーのハイエンドスピーカーで商用展開予定です。ZF
Friedrichshafenは磁石不要のEVモーターを数年内に量産化、日本のDaido
Steelは軽希土類のみを使用しホンダのHVモーターに採用される高性能永久磁石を開発しました。

これらの動きは、特定の国への依存度を低減し、サプライチェーンの多様化を促進する上で極めて重要です。EV化の加
速により磁石需要が増加する中、レアアースフリー技術は地政学リスクの回避と持続可能な材料調達に貢献します。
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▶ 技術者の視点

【数値妥当性】Niron
Magneticsの2028年1,500トン生産目標は具体的で、年内商用展開は実用化が近いことを示す。Daido 
Steelの軽希土類磁石のホンダ採用は実績として信頼性が高い。【未解決課題】レアアースフリー磁石の
性能が、特に高温特性や保磁力において、既存の高性能ネオジム磁石に完全に匹敵するかどうか。EVモ
ーターなど高出力・高効率が求められる用途での長期信頼性の検証が重要だ。【機会】日本の自動車・
電機メーカーは、中国依存からの脱却によりサプライチェーンの安定化とコストリスク低減が可能。Dai
do Steelのような日本企業が既に実用化している技術をさらに発展させ、グローバル市場での競争優位
性を確立できる。【脅威】レアアースフリー技術の進展が遅れると、中国の輸出規制強化により生産コ
スト増大や供給途絶のリスクに直面する。海外競合が先行して高性能レアアースフリー磁石を量産化し
た場合、日本の産業競争力が低下する可能性もある。【アクション】調達部門はレアアースフリー磁石
のサプライヤー評価と調達戦略の見直しを。R&D;部門は既存製品のレアアース使用量削減技術と、レア
アースフリー磁石の性能評価・応用研究を強化すべきだ。
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深掘り ③ ― ウェアラブル電源：ZT値1.15熱電発電
#16 | 2026/06/19 | Energy & Environmental Science (RSC Publishing) | 技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○
市場インパクト●●●●○ データ信頼性●●●●● 日本関連度●●●○○

Ag2Seベースの超高性能フレキシブル熱電発電機が開発され、室温に近い300K（約27℃）で記録的なZT値1.15を達成
しました。約9.09 μW m⁻¹ K⁻²という極めて高い正規化電力密度を示し、LEDライト、腕時計、スマートフォンなどの
携帯型電子機器に給電できる能力を有します。これは、低温度差環境での高効率発電を実現し、ウェアラブル電子機器
への実用化の道を大きく開くものです。

この研究は、熱電材料の研究室レベルのブレークスルーとウェアラブルエネルギーハーベスティングにおける産業応用
との間のギャップを効果的に縮めるものです。バッテリーフリーのウェアラブルデバイスやIoTセンサーの普及に貢献
する可能性を秘めています。

▶ 技術者の視点

【数値妥当性】室温300KでZT値1.15は非常に高い数値であり、学術的ブレークスルーとして信頼性が
高い。正規化電力密度9.09 μW m⁻¹ K⁻²も実用化に向けた重要な指標だ。LED点灯、腕時計駆動、スマ
ホ充電可能という実証は具体的で、実用性の高さを示している。【未解決課題】大規模生産技術の確立
、材料コストの低減、長期的な耐久性（特に曲げやねじれに対する機械的安定性）、異なる温度勾配環
境での性能安定性が課題だ。生体適合性や安全性もウェアラブル用途では重要となる。【機会】日本の
電子部品メーカー、材料メーカーは、ウェアラブルデバイス、IoTセンサー、医療機器向けにバッテリ
ーフリーの新しい電源ソリューションを提供できる。エネルギーハーベスティング市場での新たなビジ
ネスチャンスを創出するだろう。【脅威】海外の研究機関やスタートアップも熱電発電技術の開発を加
速しており、早期の市場投入と技術標準化への貢献が求められる。技術のキャッチアップが遅れると、
この有望な市場での競争力を失う可能性がある。【アクション】R&D;部門はAg2Se材料の量産化技術
と、フレキシブルデバイスとしての耐久性・信頼性評価を推進すべきだ。新製品企画部門はウェアラブ
ル、IoT、医療分野の顧客と連携し、具体的な応用製品の共同開発を検討すること。

その他の注目記事
東京理科大、AIが材料特性を予測するメカニズムを解明：結晶構造と光学スペクトルの関係抽出で新材料設計の効率化に貢献 (Institute of Science Tokyo)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

AIのブラックボックス問題を解決し、材料科学者がAI予測の根拠を理解できる「解釈可能なAI」は、新材料開発の効率
を大幅に向上させる可能性を秘める。日本発の研究として注目。

USA Rare Earth、35億ドル調達で国内「鉱山から磁石まで」サプライチェーン構築を加速：2028年商業生産目標 (The Motley Fool)
技術新規性●●○○○ 実用化距離●●●●○ 市場インパクト●●●●●

米国がレアアースの国内サプライチェーン構築に巨額投資。2028年の商業生産目標は、世界のレアアース市場の地政
学的バランスを大きく変え、日本の調達戦略にも影響を与えるだろう。

AIと自律型ラボが材料イノベーションを加速、気候危機対策に画期的な貢献 (The World Economic Forum)
技術新規性●●●●○ 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●●○

AIとロボットを組み合わせた「自律型ラボ」は、材料開発のリードタイムを劇的に短縮する。気候変動対策に不可欠な
次世代材料開発において、この開発手法の導入は必須となるだろう。

中国陸軍医科大学、形状記憶合金メタマテリアルで6方向に伸縮可能なプログラム式創傷閉鎖デバイスを開発 (EurekAlert!)
技術新規性●●●●● 実用化距離●●○○○ 市場インパクト●●●○○

形状記憶合金メタマテリアルとスマホ制御を組み合わせた多軸伸縮創傷閉鎖デバイスは、複雑な傷の治癒を加速し、医
療分野に革命をもたらす可能性を秘める高新規性技術。
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今週のアクション提案

記事評価マトリクスと機会/脅威分析を踏まえたアクション提案です。

▍即時（今週中）
• 【調達】レアアース磁石のサプライチェーンリスク評価を実施し、代替調達先の情報収集を開始する。

• 【R&D;】PFASフリー超撥水コーティングの最新論文（#05）を精読し、自社技術との比較分析に着手する。

▍短期（1ヶ月）
• 【経営企画】AIと自律型ラボによる材料開発（#01,
#07）に関する社内ワークショップを開催し、R&D;戦略への導入可能性を検討する。

• 【半導体PKG】組み込みメモリの信頼性向上（#09）に向けた次世代不揮発メモリ材料の動向を調査し、サプラ
イヤーとの情報交換を開始する。

• 【EV設計】レアアースフリー磁石（#08）の性能とコストに関する最新情報を収集し、次期EVモーター設計へ
の影響を評価する。

▍中長期（四半期〜）
• 【R&D;】フレキシブル熱電発電機（#16）の要素技術（Ag2Se材料、フレキシブル基板）に関する基礎研究、
または外部連携による共同開発を検討する。

• 【新製品企画】形状記憶合金（SMA）の医療応用（#03, #06, #12,
#13）における新たなビジネス機会を探索し、医療機器メーカーとの協業可能性を模索する。

• 【経営企画】EUの先進材料助成金プログラム（#11）の動向を継続的に監視し、欧州市場への参入や共同研究
の機会を検討する。

troy-technical.jp 独自キュレーション。記事著作権は各原著作者に帰属。 | Gemini API + Claude | 2026-06-20
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AIと自律型ラボが材料イノベーションを加速、気候危機対
策に画期的な貢献

概要

ワールド・エコノミック・フォーラムの報告書によると、人工知能（AI）と「自律型
ラボ」が、特に気候危機への対応において、材料の発見と開発を劇的に加速していま
す。これらの閉ループシステムは、AIが新たな材料候補を提案し、自動化された実験

システムがそれを検証するというサイクルを高速で実行します。これにより、従来の
材料研究手法と比較して、はるかに迅速な材料合成と特性評価が可能となります。こ
の技術革新は、持続可能なエネルギーや排出量削減に不可欠な次世代機能性材料の市

場投入を早める上で極めて重要です。

公開日 2026年06月11日  The World Economic Forum  スイス



詳細

主要成果

人工知能（AI）と自律型ラボの統合は、気候変動対策に不可欠な機能性材料の発見速度
を飛躍的に高めています。この新しいアプローチは、AIが潜在的な材料候補を提案し、
ロボットがそれらを自動的に合成・試験する「閉ループシステム」を構築することで、
材料開発のボトルネックを解消します。これにより、通常数ヶ月から数年かかる新材料
開発プロセスを劇的に短縮することが期待されています。

技術詳細

この革新的なアプローチの中核は、計算科学、機械学習、ロボット工学を組み合わせた
自律型ラボシステムにあります。AIは、特定の目標性能を満たす材料の化学組成や構造
を予測し、その予測に基づいてロボットが実験を自動実行します。実験結果はリアルタ
イムでAIにフィードバックされ、AIは学習を深めながら次の最適化された材料候補を提
案します。この連続的なフィードバックループにより、人間による介入を最小限に抑え
つつ、材料合成の効率と精度を最大化できます。

背景・業界文脈

従来の材料発見プロセスは、試行錯誤に基づく労働集約的で時間のかかるものでした。
しかし、気候危機が深刻化する中で、温室効果ガス排出量削減、再生可能エネルギー貯
蔵、炭素回収などの分野で高性能な材料が喫緊に求められています。AIと自律型ラボ
は、この要求に応えるための有力なソリューションとして浮上しており、既に
『Nature』誌に掲載された研究でその有効性が示されています。Phenoのような企業
は、このような高スループット実験とAIを統合したプラットフォームを開発し、材料科
学のパラダイムシフトを推進しています。



今後の展望

AIと自律型ラボの導入は、新材料開発のリードタイムを大幅に短縮し、開発コストを削
減する可能性を秘めています。これは、太陽電池の効率向上、高性能バッテリーの開
発、軽量かつ耐久性の高い構造材料の創出など、多岐にわたる分野でイノベーションを
加速させるでしょう。将来的には、この技術が気候変動問題解決に向けた持続可能な社
会の実現に不可欠な要素となり、産業界全体に大きな経済的、社会的インパクトをもた
らすと期待されています。

元記事: https://www.weforum.org/stories/2026/06/the-next-climate-breakthrough-may-come-from-

materials-too-small-to-see/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.weforum.org/stories/2026/06/the-next-climate-breakthrough-may-come-from-materials-too-small-to-see/
https://www.weforum.org/stories/2026/06/the-next-climate-breakthrough-may-come-from-materials-too-small-to-see/


リトアニアのコンクリート記念碑で21ヶ月持続、超撥水性
オルモシルゾルコーティング開発

概要

研究者らは、コンクリートの細孔に浸透しセメントマトリックスと化学結合する、耐
久性の高い超撥水性オルモシルベースのゾルコーティングを開発しました。リトアニ
アのコンクリート記念碑での21ヶ月にわたる現場検証では、静的接触角160°、滑落角

5°未満という超撥水性能が持続的に維持されることが確認されました。この新技術
は、水や腐食性液体、広範囲のpHの流体に対する優れた撥水性を提供し、コンクリー
ト構造物の寿命とメンテナンスコストを大幅に改善する可能性を秘めています。

公開日 2026年06月19日  European Coatings  ドイツ



詳細

研究者たちは、コンクリート構造物の耐久性を劇的に向上させる、超撥水性のオルモシ
ルベースのゾルコーティングを開発し、リトアニアのコンクリート記念碑での21ヶ月に
わたる現場検証でその卓越した性能を実証しました。この画期的なコーティングは、静
的接触角160°、滑落角5°未満という優れた超撥水性を実現し、従来のコーティング技術
と比較して長期間にわたる効果の持続性を示しています。

技術・臨床詳細

開発されたオルモシルゾルは、コンクリートの微細な細孔深くまで浸透し、セメント
マトリックスと強固な化学結合を形成することで、並外れた耐久性を発揮します。こ
れにより、表面の摩耗や剥離に対する耐性が向上し、外部環境からの劣化要因を効果
的に遮断します。

コーティングは、水だけでなく、広範囲のpHにわたる腐食性液体に対しても優れた
撥水性を提供します。これは、酸性雨、アルカリ性汚染物質、その他の化学的攻撃か
らコンクリートを保護し、構造物の完全性を維持するために極めて重要です。

リトアニアの記念碑での長期実証試験は、実際の気象条件下での性能を評価する上で
重要なデータを提供しました。21ヶ月後も初期の超撥水性が維持されていること
は、過酷な環境下での実用性と信頼性の高さを裏付けています。

背景・業界文脈

コンクリートは世界で最も広く使用されている建設材料の一つですが、その耐久性は水
分の浸透、凍結融解サイクル、化学的腐食によって損なわれることが大きな課題でし
た。これにより、インフラ構造物の寿命が短縮され、高額な修理・メンテナンス費用が
発生しています。既存の撥水性コーティングは、その多くが短命であるか、特定の環境
条件下で性能が低下するという問題がありました。



今後の展望

このオルモシルゾルコーティング技術は、建築、橋梁、トンネル、水処理施設など、
様々なコンクリート構造物の保護に応用されることで、その寿命を大幅に延長し、メン
テナンスコストを削減する可能性があります。特に、歴史的建造物の保存や、インフラ
老朽化が進行する地域において、持続可能で経済的なソリューションとして大きな期待
が寄せられています。研究チームは、さらなる最適化と大規模生産技術の開発を通じ
て、この革新的な材料の実用化を加速させることを目指しています。

元記事: https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/reactive-sol-creates-durable-

superhydrophobic-concrete-coating/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/reactive-sol-creates-durable-superhydrophobic-concrete-coating/
https://www.european-coatings.com/news/coatings-technologies/reactive-sol-creates-durable-superhydrophobic-concrete-coating/


中国陸軍医科大学、形状記憶合金メタマテリアルで6方向
に伸縮可能なプログラム式創傷閉鎖デバイスを開発

概要

中国の陸軍医科大学の研究チームが、6方向に自由に伸縮し、スマートフォンで機械的
収縮を精密にプログラムできる形状記憶合金メタマテリアル製の革新的な創傷閉鎖デ
バイスを開発しました。この「多軸伸縮ジッパー」は、複雑な形状の傷にも適合し、

従来の単一方向閉鎖の限界を克服することで、迅速かつ強固な創傷治癒を可能にしま
す。本技術は、患者の苦痛を軽減し、治癒プロセスを大幅に加速させる、次世代の創
傷ケアソリューションとして期待されます。

公開日 2026年06月11日  EurekAlert!  中国



詳細

中国の陸軍医科大学の研究チームは、画期的な多軸伸縮性創傷閉鎖デバイスを発表しま
した。このデバイスは、形状記憶合金メタマテリアルから構築され、6方向に自在に伸
縮し、スマートフォンのアプリを通じて正確かつプログラム可能な機械的収縮を実現し
ます。従来の創傷閉鎖技術が持つ単一方向の制約を克服し、複雑な形状の傷にも適応す
ることで、より迅速で堅牢な治癒プロセスを提供します。

技術・臨床詳細

このデバイスの核心は、熱応答性ニッケルチタン（Nitinol）製の形状記憶合金
（SMA）アクチュエータと、それらを統合する弾性ポリマーからなるメタマテリア
ル構造です。この組み合わせにより、デバイスは温度変化に応じて形状を変化させ、
創傷縁を精密に引き寄せることができます。

従来の創傷閉鎖法（縫合、ステープル、接着剤など）は、一方向の張力しかかけられ
ないため、不規則な傷の形状や深さに対応が困難でした。本デバイスは、6つの異な
る方向から均等に収縮力を加えることで、傷のあらゆる側面から閉鎖を促進し、治癒
を早めるとともに、瘢痕形成を最小限に抑える効果が期待されます。

スマートフォンアプリによる制御は、医療従事者が患者の創傷の状態に応じて収縮力
と速度を微調整できることを意味します。これにより、個別の治療計画が可能とな
り、過度な張力による組織損傷のリスクを低減し、患者の快適性を向上させます。

背景・業界文脈

創傷治癒は、医療分野における長年の課題であり、特に広範囲または不規則な形状の傷
の閉鎖は複雑で時間のかかるプロセスでした。従来の技術では、感染リスク、瘢痕の大
きさ、患者の不快感などの問題が残っていました。形状記憶合金は、そのユニークな物
理的特性（超弾性、形状記憶効果）から、近年医療機器への応用が注目されています
が、多方向からの精密な制御を実現するデバイスはこれが初めてとなります。



今後の展望

この革新的な創傷閉鎖デバイスは、緊急医療、戦場医療、慢性創傷管理、さらには美容
形成外科など、幅広い医療分野に革命をもたらす可能性があります。特に、遠隔医療や
自己管理が可能な創傷ケアシステムとしての応用も期待されており、医療リソースが限
られた地域や、自宅でのケアが必要な患者にとって大きな恩恵をもたらすでしょう。今
後の臨床試験と規制当局の承認を経て、この技術が標準的な創傷ケアの一部となる日が
近いかもしれません。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1131333

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1131333


米の特異な圧縮応答性を利用し、衝撃で硬化するスマート
粒状メタマテリアルを開発

概要

科学者たちは、米が高速圧縮で弱くなるが、ゆっくりとした圧力では強くなるという
独自の特性を発見し、これを利用して衝撃時に瞬時に硬化するスマート粒状メタマテ
リアルを開発しました。この新しい材料は、電子機器やセンサーなしで、外部刺激に

応じて曲がったり、座屈したり、硬化したりすることが可能です。これにより、より
安全なソフトロボットや、衝突に即座に反応する保護具といった分野での応用が期待
され、能動的な制御システムを必要としない適応型材料設計に新たな道を開きます。

公開日 2026年06月11日  ScienceDaily  アメリカ



詳細

科学者たちは、米が高速な圧縮負荷の下で弱くなる一方で、ゆっくりと圧力が加えられ
ると強くなるという、これまで知られていなかった特異な機械的特性を発見しました。
この現象を活用し、研究チームは、電子機器や外部センサーに頼ることなく、衝撃を受
けている間に瞬時に硬化するスマート粒状メタマテリアルを開発しました。この受動的
に適応する材料は、外力に応じてその剛性を変化させることができ、材料科学における
重要なブレークスルーを示しています。

技術・臨床詳細

研究は、粒状材料、特に米の微視的挙動に焦点を当てました。個々の米粒が圧縮され
ると、摩擦と相互作用の変化によってその全体的な強度特性が非線形に変化すること
が観察されました。高速での圧縮は粒子間の接触を減少させ、材料全体を「弱く」す
る一方で、ゆっくりとした圧縮では粒子が再配置され、より密で強固な構造を形成し
ます。

この発見に基づいて開発されたメタマテリアルは、特定の幾何学的形状を持つ粒子の
集合体です。これらの粒子は、応力下の粒状システムの密度と相互作用を制御するよ
うに設計されており、これにより外部からのエネルギー入力（衝撃）に対して、瞬時
に剛性が増加する挙動（「硬化」）を自律的に示します。

従来のスマート材料は、多くの場合、センサー、アクチュエーター、そして複雑な電
子制御システムを必要としました。しかし、この米を応用した粒状メタマテリアル
は、これらの能動的コンポーネントなしで機能するという点で、設計の簡素化とコス
ト削減に大きく貢献します。

背景・業界文脈

受動的に応答するスマート材料の開発は、軽量で堅牢、かつ信頼性の高い保護システム
やロボット工学の実現において長年の目標でした。特に、複雑な電子システムが故障し
やすい、あるいは導入が困難な環境（例：極端な温度、水中、遠隔地）での応用では、
材料自体が状況に適応する能力が不可欠です。粒状材料の動的挙動の理解は、このよう
な自己適応型システムの設計に新たな視点をもたらします。



今後の展望

このスマート粒状メタマテリアルは、安全性の向上と機能の多様化を両立させる幅広い
応用が期待されます。例えば、スポーツ用保護具や軍事用防弾チョッキなどの衝撃吸収
材として、衝突時に瞬時に硬化することで、従来よりも高い保護性能を提供できます。
また、柔軟性と剛性を状況に応じて切り替えられるソフトロボットの関節や、電子機器
なしで複雑な環境に適応するセンサーやアクチュエーターへの応用も考えられます。こ
の研究は、バイオインスパイアード（生物に触発された）材料設計の分野に新たな扉を
開き、材料科学における次のフロンティアを示唆しています。

元記事: https://www.sciencedaily.com/releases/2026/06/260611024621.htm

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.sciencedaily.com/releases/2026/06/260611024621.htm


熱と光のデュアル硬化技術で、9.8kPa負荷下66m摩耗後
も超撥水を維持するフッ素フリーポリマーコーティングを
開発

概要

熱と光のデュアル硬化メカニズムを利用することで、優れた耐久性を持つフッ素フリ

ー超撥水性ポリマーコーティングが開発されました。このデュアルネットワーク構造
はマイクロ/ナノフィラーを強固に固定し、コーティングは9.8 kPaの圧力下で66メート
ル摩耗した後も超撥水性を維持します。また、広範囲の化学薬品や熱に対して高い耐

性を示し、環境に配慮した高性能材料として、フッ素系材料の代替となり得る画期的
な成果です。

公開日 2026年06月11日  PubMed  日本



詳細

本研究では、熱と光のデュアル硬化メカニズムを適用することで、これまでにない耐久
性と超撥水性を両立させたフッ素フリーポリマーコーティングの合成に成功しました。
この革新的なアプローチにより形成された緻密なポリマーネットワークは、マイクロお
よびナノスケールのフィラーを極めて強固に保持し、これによりコーティングは過酷な
物理的および化学的ストレス下でもその機能を維持します。

技術・臨床詳細

デュアル硬化メカニズム: この技術の鍵は、熱と光という異なるエネルギー源を組み
合わせてポリマーネットワークを形成する点にあります。光硬化は初期の迅速な架橋
を促し、その後の熱硬化がポリマー鎖のさらなる結合と緻密化を促進します。この相
乗効果により、均一で強固な二重ネットワーク構造が構築されます。

マイクロ/ナノフィラーの固定: 開発されたコーティングは、特定のマイクロ/ナノフ
ィラーを含んでいます。デュアル硬化ネットワークはこれらのフィラーをポリマーマ
トリックス内にしっかりと閉じ込めるため、摩耗や侵食によってフィラーが脱落する
のを効果的に防ぎ、長期的な超撥水性を保証します。

耐久性評価: コーティングの耐摩耗性は、1000グリットのサンドペーパーを用いた試
験で評価されました。9.8 kPaの圧力下で66メートルの摩耗後も、水接触角は150°以
上を維持し、超撥水性を示し続けました。これは、従来のフッ素フリー超撥水コーテ
ィングが抱える機械的脆弱性の問題を大きく解決するものです。

化学的・熱的安定性: 幅広いpH範囲（例：pH 1から14）の酸やアルカリ、有機溶媒へ
の浸漬、および高温環境（例：200℃以上）にさらされた後も、コーティングは構造
的完全性と撥水性能を保持し、高い化学的・熱的安定性を証明しました。

背景・業界文脈

フッ素系化合物は、その優れた撥水・撥油性から広く利用されてきましたが、環境への
影響（特にPFAS問題）が懸念され、代替材料の開発が急務となっています。従来のフッ
素フリー超撥水コーティングは、一般に機械的耐久性が低く、実用化の大きな障壁とな
っていました。本研究は、この耐久性の課題を解決し、環境負荷の低い高性能材料を開
発する上で重要な一歩となります。



今後の展望

このフッ素フリー超撥水コーティング技術は、自動車の車体保護、建材の防水処理、電
子機器の防湿、繊維製品の撥水加工など、多岐にわたる産業分野での応用が期待されま
す。特に、厳しい環境下での使用が想定される製品において、長期的な性能維持と環境
規制への対応を両立させるソリューションとして、大きな市場競争力を持つでしょう。
研究チームは、さらなるコスト削減と大規模生産技術の確立に向けた研究を進めてお
り、持続可能な社会への貢献を目指しています。

元記事: https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42272288/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/42272288/


形状記憶合金市場、低侵襲医療機器での採用拡大により
2035年までに356.2億ドルへ成長予測

概要

本記事はopenPR.comが配信した市場調査レポートの概要紹介です。形状記憶合金
（SMA）市場は、医療、航空宇宙、自動車、産業用途での需要増加に牽引され、2025

年の168.4億ドルから2035年には356.2億ドルへと成長すると予測されています。特に

医療機器分野は、ニッケルチタン合金の優れた特性がステントやガイドワイヤーに採
用され、最も速い成長が見込まれています。この成長は、低侵襲医療機器の普及や先
進航空宇宙システムへの投資が主な要因です。

公開日 2026年06月11日  openPR.com  グローバル



詳細

レポート概要

本記事は、openPR.comが配信した形状記憶合金（SMA）市場に関する市場調査レポー
トの概要紹介です。レポートは、世界のSMA市場の現状と将来予測を提供し、主要な成
長ドライバー、市場セグメント、地域別動向について分析しています。特に、医療、航
空宇宙、自動車、産業といった多様な分野でのSMAの需要増加に焦点を当てています。

主要な調査結果

世界の形状記憶合金市場は、2025年の168.4億ドルから、2035年までに356.2億ドル
に達すると予測されており、堅調な成長が見込まれています。

この市場成長の主要な要因として、軽量設計への需要、高耐久性、および制御された
作動能力が挙げられます。これらの特性は、特に医療機器、航空宇宙、自動車産業に
おいて高く評価されています。

セグメント別では、医療機器分野が最も速い成長を遂げると予測されています。生体
適合性と超弾性特性を持つニッケルチタン（Nitinol）合金が、ステント、ガイドワイ
ヤー、歯科矯正製品、手術器具といった低侵襲医療機器に広く採用されていることが
その背景にあります。

地理的動向としては、北米が2024年に市場の主要なシェアを占めました。これは、
この地域が強力な航空宇宙製造基盤と先進的な医療インフラを有しているためです。

今後の展望

形状記憶合金の市場は、その独自の機能性と多様な応用可能性から、今後も持続的な拡
大が期待されます。特に、医療技術の進歩と高齢化社会の到来により、低侵襲治療の需
要が高まる中で、SMAの重要性は一層増すでしょう。また、航空宇宙分野における軽量
化と高性能化の追求も、SMA技術の進化を後押しする重要なドライバーとなります。こ
の材料は、特定の温度で元の形状に戻る「形状記憶効果」と、外部応力下で変形しても
除去後に元の形状に戻る「超弾性」という二つの主要な特性を持ち、様々な革新的製品
の開発に貢献しています。今後、さらなる材料科学と工学の発展により、新たな応用分
野が開拓される可能性も秘めています。

元記事: https://www.openpr.com/news/4545786/shape-memory-alloy-adoption-expands-across-

https://www.openpr.com/news/4545786/shape-memory-alloy-adoption-expands-across-medical-devices


medical-devices

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.openpr.com/news/4545786/shape-memory-alloy-adoption-expands-across-medical-devices


東京理科大、AIが材料特性を予測するメカニズムを解明：
結晶構造と光学スペクトルの関係抽出で新材料設計の効率
化に貢献

概要

東京理科大学の研究者らは、AIモデルが材料の構造と特性の関係をどのように予測す
るかを解釈するための新しい手法を開発しました。この革新的なアプローチは、AIモ

デルが学習した結晶構造と光学スペクトルの関係における主要な特徴を抽出し、類似
の構造的・スペクトル的特性を持つ材料をグループ化することを可能にします。これ

により、原子配列が他の材料特性にどのように影響するかを明らかにし、材料設計プ
ロセスを大幅に効率化する道が開かれました。本研究成果は2026年6月15日に学術誌
「Advanced Intelligent Discovery」に掲載され、材料科学におけるAIの応用を一段と深

めるものです。

公開日 2026年06月15日  Institute of Science Tokyo (Science Tokyo) via Advanced Intelligent

Discovery  日本



詳細

主要成果

東京理科大学の研究チームは、人工知能（AI）が材料の構造と特性の関係をどのように
学習し、予測しているかを解き明かす画期的な手法を開発しました。この「解釈可能な
AI」アプローチにより、AIモデル内部のブラックボックスを覗き込み、材料科学者がそ
の予測根拠を理解できるようになります。特に、結晶構造と光学スペクトルの間の複雑
な関係において、AIが重要視する特徴を明確に抽出し、類似の特性を持つ材料を効率的
に分類・グループ化する能力は、新材料開発のパラダイムを根本的に変える可能性を秘
めています。

技術詳細

今回開発された手法は、AIモデルが生成する予測結果だけでなく、その背後にあるメカ
ニズムを視覚化することに重点を置いています。具体的には、AIが学習した大量の材料
データから、特定の結晶構造が特定の光学スペクトルにどのような影響を与えるかを示
す主要な特徴量を自動的に特定します。これにより、研究者は、AIが「なぜこの材料が
このような特性を持つと予測したのか」という問いに対する具体的な根拠を得ることが
できます。例えば、特定の原子間距離や結合角度が光学特性に大きく寄与している場
合、AIはそれを重要な特徴として認識し、人間が直感的に理解できる形で提示します。
このアプローチは、材料の構造的類似性とスペクトル的類似性の両方を考慮して材料を
分類するため、単一の特性に依存する従来の方法よりも高精度な洞察を提供します。こ
の研究は、高度な機械学習アルゴリズムと大規模データ分析を組み合わせることで、複
雑な材料科学の問題に対する新たな解釈的ツールを提供します。

背景・業界文脈

現代の材料科学では、新しい機能を持つ材料の発見が環境問題から医療、エレクトロニ
クスまで、多岐にわたる分野で不可欠とされています。しかし、従来の手法では、膨大
な数の候補材料の中から最適なものを見つけ出すのに莫大な時間とコストがかかってい
ました。AIは材料発見プロセスを加速する強力なツールとして注目されていますが、そ
の予測が「なぜ」導き出されたのかが不透明な「ブラックボックス問題」が課題でし
た。この研究は、そのブラックボックス問題に一石を投じ、AIの予測を人間が理解・信
頼できるものにすることで、材料科学研究におけるAIの受け入れと活用をさらに促進し
ます。将来的には、AIが提示する「解釈」に基づいて、研究者がより的確な実験計画を
立てたり、より効率的な材料合成ルートを設計したりすることが可能になります。



今後の展望

この解釈可能なAI技術は、新材料の発見と設計に革命をもたらす可能性を秘めていま
す。研究者は、AIの「知見」を基に、特定の光学特性を持つ材料を効率的に探索した
り、原子配列を調整して望ましい特性を発現させる方法を精密に設計したりできるよう
になります。これは、太陽電池の高効率化、LEDの性能向上、新しい触媒の開発、さら
には量子材料の設計といった、幅広い応用分野でのブレークスルーに繋がると期待され
ます。さらに、この手法は結晶構造と光学スペクトル以外の材料特性にも適用可能であ
り、将来的にはあらゆる機能性材料の設計に応用される可能性も視野に入っています。
東京理科大学のこの成果は、AI駆動型材料科学の信頼性と効率性を高め、持続可能な社
会の実現に向けた材料イノベーションを加速する重要な一歩となるでしょう。

元記事: https://www.eurekalert.org/news-releases/1131777

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eurekalert.org/news-releases/1131777


レアアースフリー磁石開発が加速、Niron Magneticsが
2028年までに年間1,500トン生産目標：中国依存からの脱
却へ

概要

中国のレアアース輸出規制強化を受け、レアアースフリー磁石の開発と代替サプライ

チェーン構築の動きが世界的に加速しています。Niron Magneticsは、鉄と窒素からレ
アアースフリー磁石を製造し、2028年までに年間1,500トンの生産を目指しており、年
内には欧州メーカーのハイエンドスピーカーで商用展開される予定です。ZF

Friedrichshafenは磁石不要のEVモーターを数年内の量産化に向けて開発を進め、日本
のDaido Steelは軽希土類のみを使用し、ホンダのハイブリッド車モーターに採用され
る高性能永久磁石を開発しました。これらの動きは、特定の国への依存度を低減し、

サプライチェーンの多様化を促進する上で極めて重要です。

公開日 2026年06月12日  TrendForce  台湾



詳細

主要成果

中国によるレアアース輸出規制の強化が、世界のサプライチェーンにおけるレアアース
依存度を低減する動きを加速させています。特に、レアアースフリー磁石の開発とその
商業化に向けた具体的な進展が複数報告されており、米国、欧州、日本企業が代替技術
と供給経路の確立に注力しています。Niron Magneticsは鉄と窒素をベースとした高性
能なレアアースフリー磁石の製造能力を確立し、2028年までに年間1,500トンの生産目
標を掲げ、欧州のハイエンドスピーカー市場での採用が間近に迫っています。これは、
従来の磁石に匹敵する性能を環境負荷の低い、豊富に存在する材料で実現する画期的な
進歩です。

技術・臨床詳細

レアアースフリー磁石の技術開発は多角的に進められています。Niron Magneticsが採
用する鉄と窒素ベースの技術は、希土類元素を使用しないため、地政学的なリスクを回
避できるだけでなく、製造コストの削減にも貢献します。この技術は、特に高性能が求
められるアプリケーション、例えばオーディオ機器や自動車部品などでの適用が見込ま
れています。また、ドイツの自動車部品大手ZF Friedrichshafenは、電気自動車（EV）向
けに磁石を全く使用しないモーターの開発を進めており、数年内の量産化を目指してい
ます。これは、磁石の供給不安を根本的に解消するアプローチとして注目されます。一
方、日本のDaido Steelは、より入手しやすい軽希土類のみを使用しながら、従来のレア
アース磁石と同等の性能を維持する高性能永久磁石を開発しました。この磁石は既にホ
ンダのハイブリッド車モーターに採用されており、実用化段階に入っています。これら
の技術は、それぞれ異なるアプローチでレアアース問題に対応し、持続可能なサプライ
チェーンの構築に貢献しています。



背景・業界文脈

レアアースは、EVモーター、風力発電機、スマートフォン、防衛システムなど、現代の
ハイテク産業に不可欠な材料です。しかし、その生産と精製は特定の国に集中してお
り、地政学的な緊張や輸出規制がサプライチェーンの脆弱性として認識されています。
特に中国は世界のレアアース供給の大部分を占めており、その動向は国際市場に大きな
影響を与えます。このような背景から、米国や欧州などの国々は、レアアースの国内生
産能力の強化や、レアアースフリー技術の開発に巨額の投資を行ってきました。今回の
各社の発表は、これらの戦略的な取り組みが具体的な成果として現れ始めていることを
示しており、世界の産業界にとって、より安定した材料供給の未来を切り拓くもので
す。特に自動車産業におけるEV化の加速は、磁石需要を劇的に増加させており、レアア
ースフリー技術の重要性を一層高めています。

今後の展望

レアアースフリー磁石技術の進展は、今後の産業構造に大きな影響を与えるでしょう。
まず、サプライチェーンの安定化により、原材料価格の変動リスクが低減し、製品の安
定供給が可能になります。これは、特に自動車や家電メーカーにとって大きなメリット
です。次に、レアアース採掘に伴う環境負荷の低減にも貢献します。多くのレアアース
採掘は環境汚染を引き起こす問題があり、代替技術はより持続可能な材料調達を実現し
ます。さらに、競争の激化により、レアアースフリー技術のさらなる革新が促され、よ
り高性能でコスト効率の良い磁石が開発される可能性があります。長期的に見れば、こ
れは世界のハイテク産業におけるイノベーションを加速させ、クリーンエネルギー技術
の普及にも寄与するでしょう。Niron Magneticsの生産目標達成、ZF Friedrichshafenの
量産化、Daido Steelの実用化は、これらの展望が現実のものとなる確かな兆候と言えま
す。

元記事: https://www.trendforce.com/news/2026/06/12/news-from-rare-earth-free-magnets-to-new-

supply-chains-the-push-to-break-chinas-grip-accelerates/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.trendforce.com/news/2026/06/12/news-from-rare-earth-free-magnets-to-new-supply-chains-the-push-to-break-chinas-grip-accelerates/
https://www.trendforce.com/news/2026/06/12/news-from-rare-earth-free-magnets-to-new-supply-chains-the-push-to-break-chinas-grip-accelerates/


Infineon、EE Times寄稿記事で組み込みメモリの信頼性向
上と半導体材料技術の重要性を強調

概要

InfineonのMorten Block氏がEE Timesの6月号に寄稿した記事「Built-In Confidence」に
おいて、組み込みメモリがシステム設計にもたらす信頼性の重要性が議論されまし
た。この記事は、先進的な半導体設計における機能性材料と技術の役割に焦点を当て

ています。組み込みメモリは、現代のエレクトロニクスシステム、特に車載やIoTデバ
イスにおいて、データ保持、処理速度、セキュリティの面で不可欠な要素となってい
ます。Block氏は、これらの材料技術の進化が、次世代の半導体デバイスの性能と信頼

性を決定づけると指摘しています。

公開日 2026年06月17日  EE Times  アメリカ



詳細

主要成果

InfineonのMorten Block氏がEE Timesの6月号に寄稿した「Built-In Confidence」と題す
る記事では、組み込みメモリが現代のシステム設計において信頼性の基盤を築く上で極
めて重要な役割を果たすことが強調されました。Block氏は、特に先進的な半導体設計
において、材料科学と技術の進歩が、製品の全体的な性能と長期的な安定性を保証する
上で不可欠であると論じています。この議論は、機能性材料が単なる構成要素ではな
く、システム全体の信頼性と効率性を左右する戦略的要素であるという認識を深めるも
のです。

技術・臨床詳細

組み込みメモリ技術は、データストレージだけでなく、システムのブートアップ、ファ
ームウェアの実行、セキュリティ機能の確保において中心的な役割を担います。特に、
自動車の自動運転システムや産業用IoTデバイスのようなミッションクリティカルなア
プリケーションでは、メモリの高速性、低消費電力性、そして何よりも高い信頼性と耐
久性が求められます。Block氏は、これらの要件を満たすために、新しいメモリ材料、
例えば抵抗変化型メモリ（RRAM）や相変化メモリ（PCM）といった次世代不揮発性メ
モリの採用が不可欠であると述べています。これらの材料は、高温環境下でのデータ保
持能力や、膨大な書き換えサイクルに対する耐性など、従来のフラッシュメモリを超え
る特性を提供します。半導体製造プロセスにおける微細化が進む中で、材料の選択と最
適化は、デバイスの物理的特性と電気的性能の両面で設計の自由度と信頼性を高める鍵
となります。

背景・業界文脈

半導体業界は、データ処理能力の向上と消費電力の削減という二つの大きな課題に直面
しています。特に、エッジAIや高性能コンピューティングの普及に伴い、デバイス内部
でのデータ処理が増加し、組み込みメモリの重要性が高まっています。また、自動車産
業における機能安全規格（ISO 26262など）の厳格化は、メモリを含むすべてのコンポ
ーネントに対する最高レベルの信頼性を要求しています。Infineonのような主要な半導
体メーカーは、これらの要件に応えるために、材料科学の研究開発に積極的に投資して
います。Block氏の寄稿は、単に製品の優位性をアピールするだけでなく、業界全体の
技術トレンドと課題を深く洞察するものであり、組み込みメモリとそれに関連する材料
技術が、今後の半導体産業の競争力を左右する中核技術であることを示唆しています。



今後の展望

組み込みメモリの進化は、未来のエレクトロニクスシステムの設計に大きな影響を与え
るでしょう。より安全で、より高速で、よりエネルギー効率の高いデバイスが、新しい
機能性材料の導入によって可能になります。これにより、AIアクセラレータ、次世代車
載システム、スマートファクトリー、そして高度なウェアラブルデバイスなど、多岐に
わたるアプリケーションでのイノベーションが加速すると期待されます。Infineonのよ
うな企業が材料技術への投資を続けることで、半導体業界はより高い信頼性と性能を持
つ製品を提供し、デジタルトランスフォーメーションをさらに推進していくことになり
ます。Block氏が提起した「Built-In Confidence」というテーマは、技術が社会に与える
信頼性の重要性を再認識させるものであり、今後も材料科学と半導体技術の融合が注目
される分野となるでしょう。

元記事: https://www.eetimes.com/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.eetimes.com/


Reports and Data発表：機能性先端材料市場、北米がヘ
ルスケア関連材料と研究機関の集積で牽引

概要

本記事はReports and Dataが発行した市場調査レポートの概要紹介です。機能性先端材
料市場は、高性能化、持続可能性、小型化への需要に牽引され、急速な変革期を迎え
ています。北米は、多数の研究機関、技術移転オフィス、およびナノファブリケーシ

ョンと積層造形に対応する製造拠点の存在により、この市場を牽引しています。特
に、生体適合性ポリマーや埋め込み型センサーなどのヘルスケア関連材料への注力
も、北米市場の成長を強力に後押ししています。

公開日 2026年06月15日  Reports and Data  グローバル



詳細

レポート概要

本記事は、Reports and Dataが発行した機能性先端材料市場に関する詳細な市場調査レ
ポートの概要紹介です。このレポートは、材料科学の最前線で進化を続ける機能性先端
材料のグローバル市場動向、成長ドライバー、地域別分析、および主要な市場セグメン
トについて深く掘り下げています。高性能化、持続可能性の追求、そして小型化への高
まる需要が、市場の急速な変革期を牽引していると分析されています。

主要な調査結果

機能性先端材料市場は、様々な産業分野からの高まる需要に支えられ、著しい成長を
遂げています。特に、材料の性能向上、環境への配慮（持続可能性）、およびデバイ
スの小型化が主要な成長ドライバーとなっています。

地域別では、北米がこの市場を主導しており、その優位性は複数の要因に基づいてい
ます。この地域には、世界有数の研究機関や大学が密集しており、活発な研究開発活
動が行われています。

さらに、技術移転オフィス（TTO）が数多く存在し、基礎研究の成果を効率的に商業
化に繋げています。ナノファブリケーションや積層造形（3Dプリンティング）とい
った先進的な製造ワークフローに対応する製造拠点も豊富に存在し、新材料の迅速な
生産と市場投入を可能にしています。

特にヘルスケア分野における機能性先端材料への注力は、北米市場の成長を強力に後
押ししています。生体適合性ポリマーは医療用インプラントやドラッグデリバリーシ
ステムに、埋め込み型センサーは診断やモニタリングに不可欠な材料として採用が進
んでいます。

発行会社について

Reports and Dataは、様々な業界にわたる市場調査レポートとコンサルティングサービ
スを提供するグローバルな市場調査会社です。同社は、詳細な市場分析、予測、および
競争環境の評価を通じて、クライアントが戦略的な意思決定を行うための洞察を提供し
ています。



今後の展望

機能性先端材料市場は、今後も技術革新と産業応用の拡大により、成長が続くと予測さ
れます。特に、ヘルスケア、エレクトロニクス、航空宇宙、自動車などの高成長分野で
の需要が市場を牽引するでしょう。AIとデータサイエンスを活用した材料設計の加速
や、製造プロセスのデジタル化も、新材料の開発サイクルを短縮し、市場投入を促進す
ると考えられます。北米の強力な研究開発エコシステムと製造能力は、今後もグローバ
ル市場におけるイノベーションの中心地としての地位を維持すると見られています。持
続可能性への意識の高まりは、バイオベース材料やリサイクル可能な材料の開発をさら
に推進し、市場の多様性を広げることでしょう。

元記事: https://www.24chemicalresearch.com/reports/312205/functional-advanced-materials-market

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.24chemicalresearch.com/reports/312205/functional-advanced-materials-market


EU、先進材料分野に助成金プログラムを提供：再生CF活
用、次世代リチウムイオン電池技術の支援を強化

概要

欧州連合（EU）は、先進材料分野の中小企業、スタートアップ、研究グループ、大学
を対象とした助成金プログラムを開始しました。このイニシアチブは、革新的な熱分
解プロセスによって生成された再生炭素繊維（CF）を利用した新しい持続可能な産業

用途および先進製品の特定を目的としています。さらに、リチウムイオン電池の次世
代技術、特に半固体電池や全固体電池のスケーリングアップを支援するための提案募
集も行われており、欧州の材料科学とクリーンエネルギー技術の発展を強力に推進し

ます。

公開日 2026年06月11日  EU Grants Funding  欧州連合



詳細

主要成果

欧州連合（EU）は、先進材料分野におけるイノベーションを加速するため、中小企業、
スタートアップ、研究グループ、大学に特化した助成金プログラムを発表しました。こ
のプログラムは、特に二つの重要な領域に焦点を当てています。一つは、革新的な熱分
解プロセスを通じて生成される再生炭素繊維（CF）を活用し、新しい持続可能な産業用
途および先進製品を開発すること。もう一つは、リチウムイオン電池の次世代技術、具
体的には半固体電池や全固体電池の量産化（スケーリングアップ）を支援することで
す。この資金提供は、EUが持続可能な産業とクリーンエネルギーへの移行をリードする
ための戦略的な一環として位置づけられています。

技術・臨床詳細

再生炭素繊維（CF）の活用は、廃棄物から高価値材料を生み出す循環型経済の推進に不
可欠です。熱分解プロセスは、使用済み複合材料から炭素繊維を回収する効率的な方法
であり、これによりバージン炭素繊維の製造に伴う高コストと環境負荷を低減できま
す。この助成金は、再生CFを用いた軽量構造部品、高性能フィルタ、またはエネルギー
貯蔵システムなどの新製品開発を支援します。一方、リチウムイオン電池の次世代技
術、特に半固体電池と全固体電池は、現在の液系リチウムイオン電池と比較して、安全
性、エネルギー密度、充放電速度の面で大きな優位性を提供します。半固体電池は、ゲ
ル状またはポリマー電解質を使用し、全固体電池は完全に固体電解質を使用すること
で、液漏れのリスクを排除し、火災の危険性を大幅に低減します。EUの助成金は、これ
らの技術が研究室段階から商業生産段階へと移行するための障壁を克服し、量産化に必
要な材料開発、プロセス最適化、製造設備への投資を促進することを目的としていま
す。



背景・業界文脈

先進材料は、現代社会のほとんどすべての技術革新の基盤です。EUは、クリーンエネル
ギー、デジタル化、航空宇宙、防衛、医療といった戦略的産業分野での自律性を高める
ために、材料科学におけるリーダーシップを強化する必要性を認識しています。再生CF

の利用は、持続可能性目標達成への貢献と同時に、材料サプライチェーンのレジリエン
スを高めるものです。リチウムイオン電池技術への投資は、電気自動車（EV）の普及、
再生可能エネルギー貯蔵システムの発展、および電力網の安定化に不可欠であり、EUの
「グリーンディール」政策の中核をなすものです。この助成金プログラムは、研究機関
や企業がこれらの高リスク・高リターンの分野でイノベーションを追求するための重要
なインセンティブを提供し、欧州がグローバルな技術競争において優位性を確立するた
めの基盤を強化します。

今後の展望

EUのこの助成金プログラムは、先進材料分野における研究開発と商業化を大きく加速さ
せるでしょう。再生CF技術の進展は、製造業における資源効率の向上と炭素排出量の削
減に貢献し、より持続可能な製品設計を可能にします。次世代リチウムイオン電池技
術、特に全固体電池が商業的に成功すれば、EVの航続距離の延長、充電時間の短縮、そ
してバッテリーの安全性の向上といった革命的な変化をもたらすでしょう。これは、欧
州の自動車産業を強化し、クリーンエネルギーインフラの構築を加速する上で極めて重
要です。このプログラムを通じて育まれた技術とイノベーションは、EU域内での高付加
価値な雇用創出にも繋がり、欧州を先進材料とクリーンエネルギー技術の世界的ハブへ
と押し上げる可能性を秘めています。長期的に見れば、これはEUの経済的繁栄と環境目
標達成の両方に貢献する戦略的な投資となります。

元記事: https://eufundingportal.eu/advanced-materials/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://eufundingportal.eu/advanced-materials/


Custom Market Insights：形状記憶合金（SMA）市場、
医療・航空宇宙・自動車産業需要で2033年までに399億ド
ルに成長予測

概要

本記事はCustom Market Insightsが発行した市場調査レポートの概要紹介です。グロー

バル形状記憶合金（SMA）市場は、2026年の184億ドルから2033年までに399億ドルに
達すると予測されており、年平均成長率（CAGR）は11.7%で成長する見込みです。こ
の顕著な成長は、生体医療、航空宇宙、自動車産業における高性能材料への需要増加

によって強力に牽引されています。特にNitinolは、その優れた生体適合性、耐食性、
および超弾性により、医療機器分野で主要な製品として市場を支配すると報告されて
います。

公開日 2026年06月19日  Custom Market Insights  グローバル



詳細

レポート概要

本記事は、Custom Market Insightsが発行したグローバル形状記憶合金（SMA）市場に
関する市場調査レポートの概要紹介です。このレポートは、2026年から2033年までの
予測期間におけるSMA市場の包括的な分析を提供し、市場規模、成長ドライバー、主要
セグメント、および地域別動向に焦点を当てています。高性能材料への高まる需要が、
市場成長の主要因であると指摘されています。

主要な調査結果

グローバル形状記憶合金（SMA）市場は、2026年の評価額184億ドルから、2033年
までに399億ドルに達すると予測されており、予測期間中にCAGR（年平均成長率）
11.7%という高い成長率で拡大する見込みです。

この強力な市場成長は、主に生体医療、航空宇宙、および自動車産業といった複数の
分野における高性能材料への需要増加によって牽引されています。これらの産業で
は、SMAのユニークな特性が製品の性能向上と新機能の実現に不可欠です。

製品タイプ別では、ニッケルチタン（Nitinol）がSMA市場において支配的な製品と
して位置付けられています。Nitinolは、その優れた生体適合性、高い耐食性、および
独特の超弾性特性により、医療機器分野で特に広く採用されています。

Nitinolの医療機器への応用は、心血管ステント、整形外科用インプラント、ガイドワ
イヤー、歯科矯正用ワイヤーなど多岐にわたり、低侵襲手術の普及とともに需要が増
加しています。

発行会社について

Custom Market Insightsは、様々な業界向けの市場調査レポートとカスタマイズされた
洞察を提供するグローバルな市場調査会社です。同社は、詳細な市場分析と戦略的提言
を通じて、クライアントのビジネス成長を支援しています。



今後の展望

形状記憶合金市場は、今後も革新的な応用分野の開拓と技術の成熟により、堅調な成長
を続けるでしょう。医療分野では、高齢化社会の進展と低侵襲医療技術の進化がNitinol

ベースのデバイスの需要をさらに高めることが予想されます。航空宇宙産業では、軽量
化と高信頼性が求められる部品においてSMAの採用が拡大し、自動車産業では、より効
率的なアクチュエーターやスマートな機能を持つ部品への需要が増加するでしょう。こ
れらの産業における研究開発投資の継続と、新しいSMA材料の発見が、市場の長期的な
成長を保証する要因となります。特に、複合材料との融合や、スマートセンサーとして
の応用も、今後のSMA市場の新たな成長経路を開拓する可能性を秘めています。

元記事: https://www.persistencemarketresearch.com/market-research/shape-memory-alloys-market.asp

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.persistencemarketresearch.com/market-research/shape-memory-alloys-market.asp


The Insight Partners：形状記憶合金（SMA）市場、医療
機器採用拡大と航空宇宙・防衛産業での需要増で2034年
までに291.3億ドルへ

概要

本記事はThe Insight Partnersが発行した市場調査レポートの概要紹介です。グローバ

ル形状記憶合金（SMA）市場は、2025年の170.9億ドルから2034年までに291.3億ドル
に達すると予測されており、2026年から2034年の予測期間中に年平均成長率
（CAGR）6.89%で成長する見込みです。医療機器におけるSMAの採用拡大は、特に低

侵襲手術ツール、インプラント、ステントの開発において大きな機会を生み出してい
ます。また、航空宇宙および防衛産業での軽量かつ耐腐食性部品への需要も、市場成
長を強力に促進する要因となっています。

公開日 2026年06月19日  The Insight Partners  グローバル



詳細

レポート概要

本記事は、The Insight Partnersが発行したグローバル形状記憶合金（SMA）市場に関す
る市場調査レポートの概要紹介です。このレポートは、2025年から2034年までの予測
期間におけるSMA市場の包括的な分析を提供し、市場規模、成長ドライバー、主要な応
用分野、および地域別動向について深く掘り下げています。特に、医療機器産業と航空
宇宙・防衛産業における高性能材料への高まる需要が、市場の拡大を牽引する主要因で
あると指摘されています。

主要な調査結果

グローバル形状記憶合金（SMA）市場は、2025年の評価額170.9億ドルから、2034年
までに291.3億ドルに達すると予測されており、2026年から2034年の予測期間中に
CAGR（年平均成長率）6.89%で安定的に成長する見込みです。

この市場成長の最も重要なドライバーの一つは、医療機器分野におけるSMAの採用
拡大です。SMAは、その独自の超弾性、形状記憶効果、および生体適合性により、
低侵襲手術ツール、血管ステント、整形外科用インプラント、歯科矯正器具といった
革新的な医療デバイスの開発に不可欠な材料となっています。

特に、心血管疾患治療におけるステントや、脳動脈瘤治療におけるコイルなど、より
安全で効果的な治療法のニーズが高まる中で、SMAベースの医療機器の需要は今後
も増加すると予想されます。

また、航空宇宙および防衛産業からの需要も市場成長の強力な推進力となっていま
す。この分野では、軽量でありながら高い強度、耐疲労性、耐腐食性を持つ部品が求
められており、SMAはこれらの厳しい要件を満たす理想的な材料として、アクチュ
エーター、コネクター、ダンパーなどに採用されています。

これらの産業における研究開発への継続的な投資と、新しいSMA材料および応用技
術の発見が、市場の長期的な成長を保証します。

発行会社について

The Insight Partnersは、テクノロジー、ヘルスケア、製造業など幅広い産業分野で市場
調査レポートとビジネスインテリジェンスを提供するグローバルな市場調査会社です。
データ駆動型の分析と洞察を通じて、クライアントの戦略的意思決定を支援していま
す。



今後の展望

形状記憶合金市場は、医療、航空宇宙、防衛といった戦略的に重要な分野における継続
的な技術革新と需要拡大により、今後も堅調な成長が期待されます。特に、医療分野で
は、個別化医療の進展や、AIとロボット工学を組み合わせた新しい手術システムの登場
により、SMAの応用範囲がさらに広がるでしょう。航空宇宙分野では、スマートアクチ
ュエーターや自己修復構造といった、より高度な機能を持つSMAベースの部品が開発さ
れる可能性があります。これらの技術的進展は、製造プロセスの改善、コスト削減、そ
して新市場の開拓へと繋がります。研究開発投資の加速と、材料科学におけるブレーク
スルーが、SMA市場を次の成長段階へと押し上げ、持続可能で高性能なソリューション
を求める多様な産業のニーズに応えていくと予測されます。

元記事: https://www.theinsightpartners.com/reports/shape-memory-alloys-market

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.theinsightpartners.com/reports/shape-memory-alloys-market


Superscout、先進材料セクターへのVC投資が過去10年で
103億ドル超えと報告：リスク軽減と量産化が鍵に

概要

本記事はSuperscoutが報告した先進材料セクターの投資動向に関する概要紹介です。
先進材料セクターは、コンピューティング、エネルギー、航空宇宙、ヘルスケア、製
造など多岐にわたる分野のブレークスルーを可能にする新材料の開発を網羅していま

す。過去10年間で、ディープテックVCファンド、産業系CVC、政府系ファンド、専門
材料投資家から103億ドル以上のベンチャーキャピタルが投資されました。2025年か
ら2026年の資金調達環境では、リスクが軽減された製造プロセス、エンド顧客との戦

略的パートナーシップ、および量産への明確な道筋を持つ企業が特に優遇されている
と報告されています。

公開日 2026年06月19日  Superscout  グローバル



詳細

レポート概要

本記事は、Superscoutが報告した先進材料セクターの投資動向に関する概要紹介です。
このレポートは、ディープテック投資の中でも特に注目される先進材料分野におけるベ
ンチャーキャピタル（VC）投資の歴史的トレンドと現状を分析しています。このセクタ
ーは、次世代コンピューティング、クリーンエネルギーソリューション、先進航空宇宙
システム、画期的なヘルスケア技術、および効率的な製造プロセスなど、多岐にわたる
分野でイノベーションを推進する新材料の開発に焦点を当てています。

主要な調査結果

過去10年間において、先進材料セクターには、ディープテックに特化したVCファン
ド、大企業のコーポレートベンチャーキャピタル（CVC）、政府系ファンド、および
専門材料投資家から、累計で103億ドルを超えるベンチャーキャピタル資金が投資さ
れました。これは、材料科学のイノベーションが経済成長と技術的進歩の重要な推進
力であるという認識が広まっていることを示しています。

2025年から2026年にかけての現在の資金調達環境では、投資家は特に特定の特性を
持つ企業を優遇する傾向にあります。これには、以下の要素が含まれます:

**リスクが軽減された製造プロセス:** 研究室規模での成功を量産規模に拡大する
際のリスクが十分に管理されている、または克服されている技術に投資が集中し
ています。これは、スケーラビリティとコスト効率が重視されるためです。

**エンド顧客との戦略的パートナーシップ:** 開発段階から主要なエンド顧客（大
企業など）との明確な連携を持つ企業は、市場への確実な道筋が示されているた
め、投資家にとって魅力的です。

**量産への明確な道筋:** 技術的な実現可能性だけでなく、明確な市場戦略と効率
的な量産計画を持つ企業が、より多くの資金調達に成功しています。

これらの投資基準は、初期段階の研究開発から商業化への移行を加速させ、材料イノ
ベーションが社会実装されるまでのリードタイムを短縮することを目指しています。



発行会社について

Superscoutは、ディープテック分野の企業、特に先進材料、量子コンピューティング、
バイオテクノロジーなどの分野に特化した投資情報と分析を提供するプラットフォーム
です。投資家が適切な機会を見つけ、適切な企業を支援するためのデータ駆動型インサ
イトを提供しています。

今後の展望

先進材料セクターへの投資は、今後も持続的な成長が見込まれます。特に、気候変動対
策、エネルギー転換、デジタル化の加速といったグローバルなメガトレンドが、高性能
で持続可能な新材料への需要をさらに高めるでしょう。AIと計算材料科学の進展によ
り、材料設計の効率が向上し、開発リスクが低減することも、投資家にとって魅力的な
要素となります。また、政府による戦略的投資や政策支援も、このセクターの成長を後
押しする重要な要因です。リスクを管理し、明確な商業化戦略を持つ企業が、今後も潤
沢な資金を獲得し、材料科学のフロンティアを拡大していくことで、様々な産業分野で
のブレークスルーが現実のものとなるでしょう。

元記事: https://superscout.co/sector/advanced-materials

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://superscout.co/sector/advanced-materials


#15 USA Rare Earth、35億ドル調達で国内「鉱山から磁
石まで」サプライチェーン構築を加速：2028年商業生産
目標

概要

USA Rare Earthは、連邦政府からの支援を含む約35億ドルの資金を確保し、国内にお

ける「鉱山から磁石まで」の一貫したレアアースサプライチェーン構築を本格的に加
速させています。同社は、テキサス州のRound Top鉱山開発を中核に据え、2028年に
も商業生産を開始する予定です。この巨額の資金は、国の安全保障上不可欠な高性能

永久磁石の生産能力を強化し、海外依存度を低減するための戦略的な取り組みに充当
されます。これにより、米国は重要な材料供給の自給自足を目指します。

公開日 2026年06月18日  The Motley Fool  アメリカ



詳細

主要成果

USA Rare Earth社は、約35億ドルという巨額の資金を確保し、米国国内における「鉱山
から磁石まで」の一貫したレアアースサプライチェーンの確立を強力に推進していま
す。この資金調達には連邦政府からの支援も含まれており、国家安全保障上の重要な戦
略的目標達成に向けた同社の取り組みが加速されます。同社は、テキサス州のRound

Top鉱山開発を中核事業として位置づけ、2028年にも高性能永久磁石の商業生産を開始
する計画を発表しました。これは、世界的に重要なレアアースの供給網における特定の
国への過度な依存を低減し、国内での自給自足を可能にする画期的なステップとなりま
す。

技術・臨床詳細

USA Rare Earth社の事業戦略は、レアアース鉱石の採掘から、精製、分離、そして最終
製品である永久磁石の製造まで、垂直統合されたサプライチェーンを構築することにあ
ります。テキサス州のRound Top鉱山は、重希土類と軽希土類の両方を豊富に含むこと
が確認されており、多種多様なレアアースを国内で一貫生産する基盤となります。精製
プロセスには、環境負荷を低減しつつ高純度のレアアースを効率的に分離する先進技術
が導入される予定です。製造される永久磁石は、電気自動車（EV）のモーター、風力発
電機、防衛システム、高性能エレクトロニクスなど、現代社会の主要技術に不可欠で
す。特に、中国が世界のレアアース市場を支配する中で、米国が独自のサプライチェー
ンを確立することは、技術的自立性と経済安全保障を確保する上で極めて重要です。

背景・業界文脈

レアアースは、ハイテク産業と防衛産業にとって不可欠な戦略的資源であり、その供給
は特定の国に大きく依存しています。この集中は、地政学的なリスクやサプライチェー
ンの脆弱性を生み出し、世界の主要国にとって大きな懸念材料となっていました。米国
政府は、この問題に対処するため、国内のレアアース生産能力と加工能力の回復に多額
の投資を行ってきました。USA Rare Earth社への今回の資金提供は、その政策の一環で
あり、米国が重要な材料供給の自律性を確立しようとする強い意志を示すものです。こ
れにより、米国は、クリーンエネルギー技術の発展と防衛能力の強化を、より安定した
国内供給基盤の上で推進することが可能になります。この動きは、他の国々にも同様の
国内サプライチェーン構築を促し、世界のレアアース市場の構造を変化させる可能性が
あります。



今後の展望

USA Rare Earth社の「鉱山から磁石まで」の事業モデルは、レアアース産業における新
たなベンチマークとなるでしょう。2028年の商業生産開始は、米国がレアアースの主要
供給国としての地位を回復する上での重要なマイルストーンとなります。これにより、
米国の製造業は、より安定した価格で高品質なレアアース磁石を調達できるようにな
り、電気自動車や再生可能エネルギー、防衛産業の競争力が向上します。また、国内で
の採掘と加工は、海外からの輸入に比べてより厳格な環境基準の下で行われるため、持
続可能性の観点からも大きな利点があります。この成功は、レアアースだけでなく、他
の戦略的鉱物資源の国内サプライチェーン構築への投資をさらに刺激し、グローバル経
済における材料調達の地政学的バランスを再構築する可能性を秘めています。USA Rare
Earthの取り組みは、米国の産業基盤を強化し、未来の技術革新を支える上で不可欠な
要素となるでしょう。

元記事: https://www.fool.com/investing/2026/06/18/usa-rare-earth-now-has-35-billion-to-establish-a/

収集日: 2026年06月19日 | 自動記事収集・翻訳システム (Gemini API使用)

https://www.fool.com/investing/2026/06/18/usa-rare-earth-now-has-35-billion-to-establish-a/


#16 Ag2Seベースのフレキシブル熱電発電機、ZT値1.15
を達成しウェアラブル機器への実用化に道

概要

Ag2Seベースの超高性能フレキシブル熱電発電機が開発され、ウェアラブル電子機器
への実用化の道を大きく開きました。この発電機は、300K（約27℃）という室温に近
い温度で1.15という記録的な高い熱電性能指数（ZT値）を達成しました。さらに、約

9.09 μW m⁻¹ K⁻²という極めて高い正規化電力密度を示し、LEDライト、腕時計、スマ
ートフォンなどの様々な携帯型電子機器に電力を供給できる能力を有します。この研
究は、熱電材料の研究室レベルのブレークスルーとウェアラブルエネルギーハーベス

ティングにおける産業応用との間のギャップを効果的に縮めるものです。

公開日 2026年06月19日  Energy & Environmental Science (RSC Publishing)  グローバル



詳細

主要成果

画期的なAg2Seベースの超高性能フレキシブル熱電発電機が開発され、ウェアラブル電
子機器への実用化に向けた新たなフロンティアを開きました。この革新的な発電機は、
室温に近い300K（約27℃）という温度で、熱電性能指数（ZT値）1.15という驚異的な値
を達成しました。これは、従来のフレキシブル熱電発電機と比較しても非常に高い性能
であり、電力変換効率の面で大きな進歩を示します。さらに、約9.09 μW m⁻¹ K⁻²という
記録的な正規化電力密度を誇り、人体から発生するわずかな熱や周囲の未利用熱を効率
的に電気エネルギーに変換できることを実証しました。この成果は、エネルギーハーベ
スティング技術における長年の課題であった、低温度差環境での高効率発電を実現する
ものであり、バッテリーフリーのウェアラブルデバイスやIoTセンサーの普及に貢献す
る可能性を秘めています。

技術・臨床詳細

今回開発されたフレキシブル熱電発電機は、銀セレニド（Ag2Se）という材料をベース
としています。Ag2Seは、比較的低温域で高い熱電性能を発揮する特性を持つことで知
られていますが、フレキシブル化と高出力化には課題がありました。研究チームは、こ
の材料の微細構造とキャリア輸送特性を精密に制御することで、ZT値を大幅に向上させ
ることに成功しました。フレキシブル基板上にAg2Se層を形成する独自のプロセス技術
により、曲げやねじれに強く、ウェアラブルデバイスへの統合が容易な薄膜デバイスを
実現しました。この発電機は、わずか数ケルビン（K）の温度差でも安定的に電力を供
給する能力を持ち、日常生活における体温と周囲温度の差、あるいは環境中の微細な温
度勾配を利用して発電できます。テストでは、LEDライトの点灯、腕時計の駆動、さら
にはスマートフォンの充電といった様々な携帯型電子機器への給電が可能であることが
実証されており、その実用性の高さが示されています。



背景・業界文脈

現代社会では、スマートフォン、スマートウォッチ、IoTセンサーなど、様々な携帯型
電子機器が普及しており、これらに安定した電力を供給するバッテリーの技術が重要に
なっています。しかし、バッテリーには充電頻度、寿命、環境負荷、そして小型化の限
界といった課題があります。熱電発電は、熱エネルギーを直接電気エネルギーに変換す
る技術であり、これらのバッテリー課題に対する持続可能な解決策として注目されてい
ます。特に、フレキシブルな熱電発電機は、衣類や皮膚に直接装着できるウェアラブル
デバイスの分野で大きな期待が寄せられています。従来の熱電材料は、低温度差での効
率が低く、実用化が困難でしたが、Ag2Seベースの発電機は、このギャップを埋めるも
のです。このブレークスルーは、エネルギーハーベスティング技術の産業応用を加速さ
せ、バッテリー駆動に依存しない「いつでもどこでも使える」電子デバイスの実現に一
歩近づきます。

今後の展望

Ag2Seベースのフレキシブル熱電発電機の開発は、ウェアラブルエレクトロニクス、
IoT、そして医療機器分野に革命をもたらす可能性を秘めています。この技術がさらに
発展すれば、スマートウォッチやフィットネストラッカーが自己給電型となり、バッテ
リー交換や充電の手間が不要になるかもしれません。また、医療分野では、生体センシ
ングデバイスや医療用インプラントが体熱を利用して持続的に動作することが可能とな
り、患者の利便性と安全性が向上します。産業用IoTセンサーにおいては、電源配線の
課題を解決し、僻地や危険な環境でのデータ収集を容易にします。今後の研究では、
Ag2Se材料のさらなる性能向上、大規模生産技術の確立、および多機能性（例：複数の
熱源からのエネルギーハーベスティング）の統合が焦点となるでしょう。この熱電発電
機は、持続可能なエネルギーソリューションの追求において重要な役割を果たし、私た
ちの生活のデジタル化をさらに推進する上で不可欠な要素となることが期待されます。
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